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中里光夫区議の新年からの宣伝計画

いよいよ選挙の年、元旦から元気に宣伝をします。
ぜひご参加ください。

通常の駅頭宣伝も、全駅（１２駅）制覇でがんばります。

朝は７：３０〜８：３０　夕方は５：００〜６：００です。

１月　４日（火）朝　豪徳寺駅

１月　６日（木）朝　松原駅

１月　７日（金）朝　新代田駅

１月１１日（火）朝　下高井戸駅

１月１３日（木）朝　梅ヶ丘駅

１月１４日（金）朝　下北沢駅

１月１日（元旦）初詣宣伝　・・　神社の前でチラシを配ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　大きな音は出しません。

　　　　　午前１０時〜　北沢八幡前

　　　　　午前１０時３０分〜　代田八幡前

　　　　　午前１１時〜　菅原神社前

１月１７日（月）朝　上北沢駅

１月１８日（火）朝　代田橋駅

１月２０日（木）朝　世田谷代田駅

１月２１日（金）朝　池ノ上駅

１月２４日（月）朝　宮坂駅

１月２４日（月）夕方　東松原駅

１月２５日（火）朝　下高井戸駅

１月２７日（木）朝　豪徳寺駅

１月２８日（金）朝　下北沢駅

１月３１日（月）朝　桜上水駅
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エアコンが効かない！ 
　真夏の猛暑で学校のエアコンが効かないこ
とが問題となっています。エアコンが古いと
いうだけでなく、屋上や窓、壁から熱が入っ
てくるからです。適切な学習環境のためにも
学校施設の断熱化を議会で求め続けてきまし
た。 

気候危機対策のためにも 
　エアコンをフル稼働しても効かない状態は
エネルギーの無駄遣いです。断熱性能を上
げ、外気の影響を減らせば、少ないエネル
ギーで部屋を冷やせます。断熱化はCO2削減
の効果が大きく、気候危機対策のためにも必
要です。 

全校視野に改修計画を立てよ 
　最上階教室天井裏への断熱材設置10校、
教室のエアコン更新１５校、教室の遮熱カー
テン20校、体育館の遮熱対策30校、体育館
のエアコン増強22校、体育館の遮熱カーテ
ン41校などが予算化されました。 
　区内小中学校は95校あります。断熱化はま
だまだ一部。全校を視野に入れた断熱化計画
を立てるよう求めています。 

小中学校の断熱改修が進む
新年度予算で

実現

体育館の天井に設置された輻射熱反射シートと遮熱カーテン

教室天井断熱材を入れる小学校11校 

三宿、玉川、二子玉川、八幡、東深沢、玉
堤、塚戸、明正、八幡山、千歳、千歳台 

教室遮熱カーテンを入れる小学校20校 

三宿、桜丘、世田谷、駒沢、中里、弦巻、
中丸、玉川、二子玉川、八幡、奥沢、東玉
川、桜町、塚戸、名声、八幡山、宮殿、千
歳、北見、千歳台
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標準システムへの移行・第１弾 
　行政システム標準化とは、自治体の基本的事
務を処理する基幹業務システムを、国が定めた
標準仕様に基づき、国が用意するガバメントク
ラウド上にシステム事業者が開発したシステム
に移行することです。法律で令和７年度末まで
の移行が義務付けられています。 
　世田谷区は令和6年末に大きなトラブルなく
一部のシステムを移行しました（図参照）。し
かし、全国的には期限1年前の稼働は少数派で
す。今後、先行ユーザーにつきもののトラブル
が懸念されます。 
　また、全国一斉に行うために技術者が不足
し、世田谷でも５つのシステムが期限までの移
行が困難となりました（図参照）。 

サービス後退はなかったが 
　今回のシステム移行は、法律に基づいて強制
的に実施させられるものです。世田谷区の現行
システムはまだまだ使えるし、今システム移行
をする必要性はありません。標準システムに
なっても、業務が特別効率化されるわけでもな

く、従来と同様か、むしろ使い勝手が悪くなる事
例も出ています。 
　標準化に伴い、自治体独自施策などに影響が出
るのではないかとの懸念がありました。議会で
「区民サービスの低下があってはならない」とい
うことを強く求め、世田谷区独自の施策も処理で
きることを確認してきました。しかし、サービス
後退とまでは言えませんが、これまでの事務処理
と標準仕様との違いから、介護保険料の納入回数
の変更や年金からの住民税徴収方法の変更などが
起きています。 

現場に負担、経験を今後に活かせ 
　議会で移行作業の実態について質問しました。
国の仕様決めが遅れ、事業者の開発が遅れる中
で、厳しい移行作業が現場に押し付けられまし
た。他部署の状況が分からず不安だった、年末休
暇の前日に休日出勤を求められた、本庁でプリン
トしようとしたら烏山支所で出てきた、不眠症に
なったなどの話を聞きました。 
　令和7年末に、次の５つのシステム移行を実施
しますが、今回の経験を活かし、無理な移行作業
とならないよう求めました。 

行政システム標準化・一部稼働開始 
現場に無理を押し付けない対応を

自治体情報システム標準化の概要

✓ 住民記録、地方税、福祉など、自治体の基本的な事務を処理する基幹業務システムについ

て、国の定める標準仕様書に基づきシステム事業者が開発し、国が用意するガバメントクラ

ウド等に構築する 「標準準拠システム」 に移行する。

✓ 「地方自治体情報システムの標準化に関する法律」及び「地方公共団体情報システム標準化

基本方針」 において、原則令和7年度末までに標準準拠システムに移行することが義務付

けられている。

３

⚫ 取組みの概要

⚫ 対象業務

住民基本台帳
／印鑑登録

個人住民税
／軽自動車税

介護

就学

戸籍
／戸籍の附票

健康管理 生活保護 国民健康保険 国民年金

選挙人名簿管理
児童手当

／児童扶養手当
障害者福祉 後期高齢者医療

子ども・
子育て支援

第１期移行業務（令和６年度移行） 第２期移行業務（令和７年度移行）

１４の基幹業務システムごとの世田谷区の移行計画 

令和7年1月6日に稼働開始
した４システム

児童手当、国民健康保険、生活保護、子ども・子育て支援、後期高齢
者医療制度の５システムは期限までの移行は困難となった
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